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学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
論文調査委員会では、バックコンタクト電極の表面形状と高効率化に関係する質問、赤
外変換色素によって得られる効率予測、バックコンタクト型太陽電池の更なる高効率化に
関する質問があった。著者はそれらの質問に十分答え、質問者の理解が得られたと考えら
れる。 
以上により、論文調査及び学力確認の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査し
た結果、本論文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
